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	地域の集落営農組織の役員及びオペレーターを務めるなど牽引役を担っていたが、数年ほど前に後進に道を譲る形で退いた。一方、本事業による頭首工や用水路の改修に伴い、安定的な用水供給が図られたこと、奈良県の取組として高収益作物への転換や農地の集団化等を推進する「特定農業振興ゾーン」にも指定されたことから、水稲＋施設野菜の経営に専念することで所得向上を図り、農業経営の安定化に努めている。
	地域内は、本事業により安定的な農業用水の供給が図られ、水稲、麦、野菜を組み合わせた個別経営が中心であった。しかし、ほ場が狭小で農道等も狭く、高齢化や後継者不足による耕作放棄地の増加が懸念されたことから水田の大区画整備への機運が高まるとともに、奈良県の取組として高収益作物への転換や農地の集団化等を推進する「特定農業振興ゾーン」にも指定されたことから、担い手の中心となるべく、令和３年１月に集落営農組織（構成員25名）を設立した。
	本事業の実施前より、水稲・飼料作物の二毛作、大豆、小豆及び野菜と肉用牛(肥育)を組み合わせた複合経営を継続している。本事業により頭首工や用水路が改修され、安定的な用水供給が図られ、用水不足の不安がなくなったことから、経営規模や品目構成に大きな変化はないものの、有機栽培やはざかけ(天日干し)米など環境保全や品質にこだわった高付加価値生産を実践している。

